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立体的な入力が可能な新しいデバイス。
3つの座標軸がそれぞれ音のなる間隔、ピッチ、リバーブに対応しており、中央に吊
るされているキューブを動かす事によって、その座標に応じた音を奏でる。キューブ
はワイヤー・滑車・おもりを用いた重さのつり合い関係によって任意の位置で固定す
ることが可能。

動画リンク
https://drive.google.com/drive/folders/1M-xLms3zEqhpN89PBNjHAKGUeUI4JAvJ?usp=sharing
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近年、空間ディスプレイは利用する場所、時間、ユーザー等によって、得られる体験や情報が変化する事を求められ
ているように思う。
実例としてはタッチパネル付きの案内板やブラウザの cookie 等が挙げられるだろう。
そういったインタラクティブな空間ディスプレイと入力装置は切っても切り離せない関係にある。
今回入力装置自体に着目する事によって、高い拡張性を持つと共に今までにない新しい体験を作る事に挑戦した。

2 つの入力軸をもったデバイスはマウスやタッチパネル、ペンタブレットなど様々な形態で見る事が出来るが、3 つの
入力軸になると加速度センサーやジャイロセンサーなど操作感覚を持たない物に限られてしまう。
このデバイスはそこに着目し、おもり同士を釣り合う力を利用して操作部分を吊るすことにより、操作時におもりの
重さ分の抵抗感を持たせることに成功した。

この作品を通じて普段あまり意識していないであろうデバイス自体が持つ面白さを実感して頂けたのであれば幸いだ。


